
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 1,557 0

要求額 1,500 0

決定額

環境生活部　環境生活政策課課　自然公園係 電話番号：058-272-1111(内2927)

E-mail：c11260@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0

　ガストロノミーウォーキングは、地域に根ざした食と自然、歴史などの魅力に触れるこ
とを目的とした欧米で流行している新たな旅のスタイルであり、日本ではこれに温泉を加
えたＯＮＳＥＮ・ガストロノミーツーリズムとして、（一社）ONSEN・ガストロノミーツー
リズム推進機構の支援のもと、全国的に開催されている。
本県は全国的に有名な下呂温泉（下呂市）や平湯温泉（高山市）など数多くの温泉を有し
ている。しかし、自然の恵みである温泉や、周辺の豊かな自然環境といった地域資源を一
体的に体験できる機会が少ない。

3,350

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0 1,850

　温泉地を中心に歩きながら自然環境を体感し、その地域の歴史や文化等の魅力に触れる
「ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォーキング」に取り組む市町村等に対し、開催に要する
経費の一部を助成する。
　また、近年の環境に関する大きな課題であるプラスチックごみの排出量削減に向け、プ
ラスチック製品の使用を抑えたイベントの開催を支援し、環境に配慮したイベントのモデ
ルケースとして県内への普及を図る。
　　岐阜県温泉ガストロノミーウォーキング推進事業費補助金
　　　　【補助対象者】市町村、民間団体等
　　　　【補助率】　　1/2以内
　　　　【上限額】　　1,000千円（１団体あたり）

0 0 0

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 0

事業費

5,931

寄附金

0

一　般
財　源

4,374

予 算 要 求 資 料

令和５年度当初予算 支出科目 款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名 岐阜県温泉ガストロノミーウォーキング推進事業費

(前年度予算額： 5,9313,350１ 事 業 費 千円)



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

　市町村等が自然環境の保全意識の醸成と地域の活性化のために開催するイベントを県が
支援することは妥当である。
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（３）後年度の財政負担

（２）国・他県の状況

３ 事業費の積算 内訳

補助金

その他

合計

金額

274

　県内では開催実績が少なく、事業の立ち上げ及び定着に向けた支援が必要。また、開催
により地域の活性化にもつながるため、県負担は妥当。

　無

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

3,350

事業内容の詳細

ONSEN・ｶﾞｽﾄﾛﾉﾐｰｳｫｰｷﾝｸﾞの開催に要する経費に対する補助

負担金、使用料（高速道路）

事業内容

旅費

　第６次岐阜県環境基本計画
基本施策５「未来につなぐ人づくりとライフスタイルの変容」
基本施策３「美しく豊かな環境との共生」
基本施策２「資源循環型社会の形成」

需用費

役務費

　環境省は平成２９年７月、温泉地の活性化に向けた提言をとりまとめ、「温泉を中心
に、自然環境、歴史・文化、食などの地域資源を活かした元気になれるプログラムの提供
が重要」としている。
平成２９年度から国内各地で開催。令和元年度には全国で２６回開催され６，５００名以
上が参加。

　なし



□

■

・終期までに何をどのような状態にしたいのか

R3年度
実績

2

R2年度
0

補助事業の概要 （目的）ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォーキングの県内各地での開催の推進
（内容） 市町村等に対し開催経費の一部を支援

県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

（事業内容）
補助事業名 ONSEN・ガストロノミーウォーキング推進事業費補助金
補助事業者（団体） 市町村、民間団体等

（理由） 市町村だけでなく、地元実行委員会による
　　　　開催が想定されるため。

「ONSEN・ガストロノミーウォーキング」の県内への普及と定着を推進する。

補助率・補助単価等  定額・定率・ その他（例：人件費相当額）
（内容） １／２以内
（理由） 事業の立ち上げと定着に重点を置くため。

補助効果
「ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォーキング」の開催による自
然環境保全意識の醸成及び地域の活性化

終期の設定 終期　令和６年度
（理由）感染症の影響により近年、事業中止が多い。
　　　　 事業の立ち上げから定着までを支援するため。

（事業目標）

（目標の達成度を示す指標と実績）

指標名
事業開始前 R4年度 R5年度 終期目標
(R2末 )

①開催回数
　　（累計） 2 3 6 10

目標 目標 (R6) 達成率

40%
②

補助金交付実績
（単位：千円）

R元年度 R3年度
660 0



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（これまでの取組内容と成果）

令
和
元
年
度

・取組内容と成果を記載してください。
　ONSEN・ガストロノミーウォーキング in 中津川 蛭川なんじゃもんじゃ祭り
・開催場所：中津川市蛭川地区（約9.4km）
第2回ONSEN・ガストロノミーウォーキング in 奥飛騨・平湯温泉
・開催場所：奥飛騨温泉郷平湯温泉（約7.5km）

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
３
年
度

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

(評価) 　第６次環境基本計画の基本施策に掲げた「基本施策５　未来につなぐ人づ
くりとライフスタイルの変容」に向けた取組みとして、プラスチックごみの
排出削減にも取り組む。１

令和６年度当初予算にて追加

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

(評価) 　県民の自然環境への意識醸成と地域の活性化という目的を達成するために
は、引き続き県の関与が必要である。

１

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり（単年度目標100％達成かつ他に特筆できる要素あり）
　２：期待どおりの成果あり（単年度目標100％達成）
　１：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標50～100％）
　０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標50％未満）

(評価) 　令和元年に開催されたイベントでは、参加者から９５％以上の満足度を得
られているものの、新型コロナ感染症の影響により開催自粛されているた
め、コロナからの回復のためイベントは有効である。１

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよう
に取り組むのか
　地域に定着すれば支援は不要となる。

（今後の課題）

　財政・運営両面における安定的な開催環境の確保と集客の在り方を検討することが必
要。

（次年度の方向性）


